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3. 地区別の現状 

3.1 各種データの概要 

(1) 分析で用いるデータ 
以下のデータを⽤いて地区別に分析します。 

 
表 III-18 分析で⽤いるデータ⼀覧 

データ項⽬ 出典 把握内容 

⼈⼝（全体・⾼齢者）︓％ 国勢調査（2015（平成 27）
年、2020（令和 2）年） 

⼈⼝増加・減少、⾼齢者増加等の程度
の把握 

外出率︓％ 第 6 回（2021（令和 3）年）
近畿圏パーソントリップ
調査 

地区の外出状況の把握 

市内外割合︓％ 

（発⽣集中量） 

全国うごき統計 

（2022（令和 4）年 10 ⽉
平⽇ 1 ⽇平均） 

地区の移動において、市内々の移動、
市外への移動状況の把握 

（発⽣・集中が多いエリアの把握） 

公共交通カバー率 

（鉄道、バス）︓％ 

公共交通ネットワーク、国
勢調査（2020（令和 2）年） 

地区に対しての公共交通の整備状況
の把握 

⾃動⾞分担率︓％ 近畿圏パーソントリップ
調査（2010（平成 22）年、
2021（令和 3）年） 

地区住⺠の移動における⾃動⾞の利
⽤状況の把握 

鉄道駅アクセシビリティ
（ACC）︓分 

公共交通ネットワーク、国
勢調査（2020（令和 2）年） 

各地区から鉄道駅までの公共交通で
のアクセス性（⾏きやすさ）の把握 

発⽣集中量が多いエリア
の ア ク セ シ ビ リ テ ィ
（ACC）︓分 

公共交通ネットワーク、国
勢調査（2020（令和 2）年） 

全国うごき統計（2022（令
和 4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平
均） 

各地区から発⽣集中量が多いエリア
までの公共交通でのアクセス性（⾏
きやすさ）の把握 

※発⽣集中量が多いエリアは全国うご
き統計より各地区に対して算出（地区
によってエリアが異なる） 

平均移動時間︓分 公共交通ネットワーク、全
国うごき統計（2022（令和
4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平均） 

地区住⺠が⾏きたい場所に公共交通
で⾏く場合における、地区全体の公
共交通の利便性の把握 
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(2) アクセシビリティ指標 

 

・アクセシビリティ指標とは、都市の暮らしやすさを測る指標のひとつとして、徒歩⼜は公
共交通利⽤による都市⽣活の利便性を計量するもので、公共交通を⽤いた移動に要する時
間および公共交通の運⾏頻度の多少を反映した所要時間の期待値の合計により求まる指標
です（アクセシビリティ指標活⽤の⼿引き（案）国⼟技術政策総合研究所（H26.6）参照）。 

・アクセシビリティ指標には以下の特徴があります。 

 公共交通のサービス⽔準をわかりやすく表現可能 

 主要な鉄道駅や公共施設などへのアクセスのしやすさを、交通機関の待ち時間等を含
めて換算 

 
 

・各地点のアクセシビリティの算出⽅法は以下となります。 

徒歩の移動時間+公共交通の移動時間＋公共交通の待ち時間の期待値 

※待ち時間の期待値の算出⽅法 = 60 分／(1 時間当たりの運⾏本数／2） 

運⾏本数が多い  ＝ 待ち時間が減少 

運⾏本数が少ない ＝ 待ち時間が増加 

・例えば、三⽥駅（朝ピーク 6〜9 時台）のアクセシビリティ指標（ACC）を算出すると以下
となり、三⽥駅の周辺は移動時間が短く、また、離れていても公共交通で繋がっている相
野駅や藍本駅周辺は⽐較的、移動時間が短くなっています。また、平均移動時間（三⽥駅
に⾏く場合の各地区内住⺠の平均移動時間）をみることで、各地区から三⽥駅への⾏きや
すさを⽐較することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・アクセシビリティ指標により、交通拠点など多くの⼈が⽬的地とする場所に公共交通で⾏
きやすいかどうかを定量的に⽰せるため、バス停や鉄道駅が整備されているかだけでなく、
⽬的地となり得る場所に⾏きやすいかどうかの視点から、地区の⽐較や各地区内の公共交
通サービスが不⾜するエリアの把握などに活⽤していきます。 

駅等の交通拠点、商業施設等の拠点に対してのアクセス性を分析 
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3.2 地区別の現状 

(1) 地区別の地域・移動状況 
 参考：三田市 

【三⽥市全体の全国うごき統計からみる発⽣集中量】 

 

＊三⽥市内到着時の出発地、三⽥市出発時の⽬的地の合計を 500m メッシュで集計 
＊発⽣集中量が多いエリアは次⾴以降の各地区の発⽣集中量が多いエリアを対象 

出典︓全国うごき統計（2022（令和 4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平均） 
【⼈⼝】 【三⽥市の交通⼿段分担率】 

  

出典︓国勢調査 出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
【外出率】 【公共交通カバー⼈⼝・率】 

 

 
出典︓第 6 回近畿圏パーソントリップ調査                 出典︓国勢調査（2020（令和 2）年） 

図 III-73  地区別の現状のまとめ（三⽥市） 

駅・バス停勢圏 ⼈⼝ 率 

鉄道 1 ㎞、 
バス 500ｍ 104,544 95.3% 

鉄道 800m、 
バス 300ｍ 93,702 85.4% 
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 三田地区 
【三⽥地区関連の全国うごき統計からみる発⽣集中量】 

 

 

＊三⽥地区内到着時の出発地、三⽥地区内出発時の⽬的地の合計を 500m メッシュで集計 

出典︓全国うごき統計（2022（令和 4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平均） 

【⼈⼝】 【三⽥地区の交通⼿段分担率】 

  

出典︓国勢調査 出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
【外出率】 【公共交通カバー⼈⼝・率】 

 

 
出典︓第 6 回近畿圏パーソントリップ調査                 出典︓国勢調査（2020（令和 2）年） 

図 III-74  地区別の現状のまとめ（三⽥地区） 

駅・バス停勢圏 ⼈⼝ 率 

鉄道 1 ㎞、 
バス 500ｍ 12,387 99.2% 

鉄道 800m、 
バス 300ｍ 11,483 92.0% 
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※⾃地区を除く 

2010 年

2021 年 

21% 65% 12% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地区内々 三⽥市内 三⽥市外(県内) 県外
計 77,804 ⼈

2015 年 2020 年 



 

78 

 

 三輪（南部）地区 
【三輪（南部）地区関連の全国うごき統計からみる発⽣集中量】 

 

 

＊三輪(南部)地区内到着時の出発地、三輪(南部)地区出発時の⽬的地の合計を 500m メッシュで集計 
出典︓全国うごき統計（2022（令和 4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平均） 

【⼈⼝】 【三輪(南部)地区の交通⼿段分担率】 

  

出典︓国勢調査 出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
【外出率】 【公共交通カバー⼈⼝・率】 

 

 
出典︓第 6 回近畿圏パーソントリップ調査                 出典︓国勢調査（2020（令和 2）年） 

図 III-75  地区別の現状のまとめ（三輪(南部)地区） 

駅・バス停勢圏 ⼈⼝ 率 

鉄道 1 ㎞、 
バス 500ｍ 12,701 93.6% 

鉄道 800m、 
バス 300ｍ 10,704 78.9% 
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 三輪（北部）地区 
【三輪（北部）地区関連の全国うごき統計からみる発⽣集中量】 

 

 

＊三輪(北部)地区内到着時の出発地、三輪(北部)地区内出発時の⽬的地の合計を 500m メッシュで集計 
出典︓全国うごき統計（2022（令和 4）年 10 ⽉平⽇ 1 ⽇平均） 

【⼈⼝】 【三輪(北部)地区の交通⼿段分担率】 

  

出典︓国勢調査 出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
【外出率】 【公共交通カバー⼈⼝・率】 

 

 
出典︓第 6 回近畿圏パーソントリップ調査                 出典︓国勢調査（2020（令和 2）年） 

図 III-76  地区別の現状のまとめ（三輪(北部)地区） 

駅・バス停勢圏 ⼈⼝ 率 

鉄道 1 ㎞、 
バス 500ｍ 1,559 99.6% 

鉄道 800m、 
バス 300ｍ 1,342 85.8% 
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